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第３回みんなの川崎祭開催概要 2

令和７年度
拡大エリア
令和７年度
拡大エリア

●開催日時・場所
令和７年11月２日(日)11時〜16時
 交通規制 9時〜17時05分 ※予定より25分早く解除
 神輿パレード 9時〜9時30分

【開催場所】
・ 市役所通り(駅前東交差点から国道15号までの道路空間)
・ 川崎市役所本庁舎／南庁舎／市役所広場(川崎区宮本町１)
・ 稲毛公園(川崎区宮本町7-8)/川崎駅東口ロータリー など

令和６年度
実施エリア

連携エリア

みんなの川崎祭
実施予定エリア

【凡例】

【詳細版】 【広域版】



今年のテーマ 3



全体マップ 4

●コンテンツのゾーニング
昨年、人気のあったコンテンツ(アーバンステージ・音楽ステージ・プロレス・ロングテーブルなど)は継続し、今年は新たに地元連携コンテンツとして、

東海道川崎宿インバウンド研究会と共創により野点や芸者遊び、昔遊びといった伝統文化の体験ができる「和の体験ゾーン」を実施しました。ま
た、昨年のアンケートで「休憩」、「飲食・カフェ」を求める声が多数あったことから、道路上にコンテンツを敷き詰め過ぎず、ゆとりをもった配置により
歩きやすい空間とし、芝生ゾーンなどの休憩できる空間と色々な世代が楽しめる体験型のコンテンツを充実させました。

【市役所通り】

【東口ロータリー】

【稲毛公園】



当日リーフレット（会場マップ） 5



開催結果 6

●みんなの川崎祭開催結果
第３回目となる今年は、市役所通り6車線・500ｍに市役所広場と駅前ロータリーを会場に加え、約10.7万人の方々に御来場いただきまし

た。駅前では市内で初開催となるストライダージャパン公認のレースや東海道川崎宿と連携した伝統文化が体験できる和のゾーン、市役所広
場で展開したサステナブルなフードフェス“フードコロシアム”など、川崎が誇るスポーツ・音楽・食・アートなど約97コンテンツが道路上に集結し、大
いに会場を盛り上げ、多種多様なステージ・コンテンツをお楽しみいただきました。



7開催結果

●ゴミを可能な限り出さない”ゼロウェイスト”への挑戦
イベントを開催する上で必ず排出されるゴミの解決に向けて、分別・リサイクルによりゴミを減らす“エコ”ではなく、ゴミを可能な限り出さない“ゼロ

ウェイスト”の取り組みを行い、環境配慮型イベントへの進化に挑戦しました。
飲食ブースで出るゴミや食べ残しについて、 食べられる“イータブル素材”の容器やカトラリー、廃棄米を使ったリターナブルカップなどサステナブル

なフードウェアに統一し、割り箸も全て回収して家具等の素材にリサイクルしました。また、食べ残しはソーラー発電で自動駆動するスマートコンポ
ストにより高速分解して、肥料は市内の緑化に活用します。また、どうしても出てしまうペットボトル等のゴミは、オキジュンコ氏がデザインしたゴミ
袋を配布して、来場者自身でお持ち帰りいただきました。その結果、ゴミの排出量は、排出量が確認できる令和５年度比で約5分の１にまで
減り、圧倒的な削減を実現しました。(※参考 来場者数 R5:4万人、R7:10.7万人 約2.5倍)。

食べられる器・カトラリー

廃棄米を使ったカップ スマートコンポストデザインごみ袋
温室効果ガス排出削減量 0.7kg-CO₂

3日目 5.2kg分解当日 6.5kg投入

令和７年令和５年種類
1袋20袋プラスチック容器
1袋3袋ペットボトル

0.5袋5袋空き缶・ビン
5袋20袋燃えるごみ
---1箱食残し

※70リットルゴミ袋



8開催結果

●フードコロシアム
市役所広場に仮設物を設置して、環境に優しいサステナブルなフードウェアを使用したフードフェス“フードコロシアム”を開催しました。上島亜

紀氏(市在住・料理研究家)が考案した、地元野菜を使用した新レシピ“かわさき果菜カリー”、三菱化工機と元祖ニュータンタンメン本舗がコラ
ボした”水素×ノー炭炭メン本舗”、Colors,Future!SummitとUNI COFFEE ROASTERYとの連携企画で国内友好都市(中標津町・富
士見町・那覇市)の特産品を使った新メニュー”Haku-shaku Chips””瑞泉ガトーショコラ””ルバーブヴィクトリアケーキ”を販売し、いずれも大
人気で当日すべて完売しました。また、市内で大人気のクラフトビールから厳選の５店が出店し、いずれも大好評でした。

国内友好都市の新メニュー

水素|ノー炭炭メン
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●飲食・憩いのスペース/みんなの舞台
初開催から大好評の50ｍロングテーブルをはじめとして、東海道川崎宿と連携して、野点や芸者の舞踊・お座敷遊びといった伝統文化やカル

タやけん玉、浮世絵版画など昔の日本の遊びに触れられる和の体験ゾーンを実施しました。また、川崎ストリートミュージックから駅前で路上ライ
ブをしていた注目のアーティスト４組を招待して、市役所広場の芝生でのんびり食事をしながら音楽ライブを楽しめる演出を行いました。
この他にも、みんなの舞台では、公募した市民モデル31名とプロモデルの総勢80名が捨てられてしまう服をアップサイクルした衣装で魅せるソー

シャルグッドファッションショーや7区対抗赤ちゃんハイハイレース、誰でも参加できるインクルーシブな音楽体験、老若男女で体を動かす“みんなで
太極拳”など、市民が参加できるコンテンツを充実させて実施しました。

開催結果
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●アーバンスポーツ/スポーツ体験ゾーン
人気のアーバンステージでは、究極のヒップホップアーティスト集団「KING OF SWAG」とDリーグ準優勝の「KADOKAWA DREAMS」によるダンスパフォーマンス、

「Millennium Collection」によるダブルダッチなど、川崎のアーバンスポーツを代表する大迫力のパフォーマンスを披露。他にも、かわさきスポーツパートナーの「川崎ブ
レイブサンダース」によるバスケット教室や「川崎フロンターレ」によるサッカー教室やプロレスリング「HEAT-UP」と落語家の異種格闘技戦が開催されました。

開催結果

●音楽ゾーン/アートゾーン
かわさきジャズ2025「BRIDGEアーティスト」として活躍中のジャズシンガーの山田ゆきや出演者公募によるフリーライブ「かわジャズLIVE︕Rainbow」など、川崎に

ゆかりのある演奏者たちによる音楽ステージを開催。また、アートゾーンでは、 studio FLATと無印良品がコラボした、使用済みプラケースをアートペイントでアップサイ
クルして新たなケースとして提供する「Re:アートプラケース︕」を実施します。この他にも、大道芸人を集めて路上パーフォマンスを披露しました。
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●その他のコンテンツ

開催結果



12アンケート結果 回答数︓651件

●Q.年齢 ●Q.性別



13アンケート結果

●Q.だれと来ましたか



14アンケート結果

●Q.年齢及び居住地

・来場者の傾向として、昨年と同様に近
隣の川崎・幸・市外からの来場者が多く、
遠くなればなるほど来場数は減っている。
・年代としては、30代が最も多く、次いで
40代、50代と続き、30〜50代で全体
の75％を占めている。

回答数︓1363件 回答数︓651件



15アンケート結果

●Q.イベントは何で知ったか



16アンケート結果

●Q.みんなの川崎祭をどのように感じたか

1.川崎の魅力を知ることができた
2.参加型のイベントが多くて楽しかった
3.座れるスペースがあるなど居心地が良かった
4.まちを巡るきっかけになった
5.他の開催イベントと合わせてまちが賑やかに感じた
6.次回は出店したい・参加したい
7.川崎のアーティストや食べ物をしることができた



17アンケート結果

●Q.駅前広場や公共空間をどのように使えたら良いか



18アンケート結果

●Q.かわさきのイメージは良くなったか

回答数︓1363件 回答数︓651件



19アンケート結果

●Q.みんなの川崎祭が来年以降も続いてほしいか

回答数︓1363件 回答数︓651件
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本資料に掲載されている写真およびデータは、公式撮影または関係者の承諾を得て使用しています。
当資料の目的以外での複製・転載・配布・SNS投稿などの利用は固く禁止します。

取扱いには十分ご注意ください。

主催 川崎市


